






要約:米アレルギーが関与した難治性のアトピー性皮膚炎(AD)の治療には、米から主な抗原

分子の除去が重要と考え、米の抗原解析から主要な抗原分画と推定されるグロブリン分画

を蛋白分解酵素処理により除いた低アレルゲン化米を作成した。その臨床応用として、米

除去試験と米負荷試験の成績から米アレルギーが確認された 21例の AD患者にこの低アレ

ルゲン化米の負荷試験を実施したところ、19 例は再燃増悪を示さなかったため、除かれた

蛋白質が主要な抗原分子であることが示唆された。 


